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効率 SCM実現のための飲料業界 け

生産計画システムの構築
コカ･コーライーストジャパンプロダクツ株式会社の生産計画システム構築事例
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コカ･コーラグループの生産計画システムの概要

生産計画システムにより,計画策定の効率化と計画の変更･調整への迅速な対応ができる｡また.基幹システムとの連携によって製造現場の状況との同期化も可能である｡

コカ･コーラグループは,調達･製造･物流でのコス

ト削減と,グループの競争力を長期的･持続的に強化

していくことを目的に,全国的なSCM(SupplyChain

Management)を構築しようとしている｡また,関東の

4ボトラー(製品の販売を担当)は,主として関東エリア

ヘの製品供給を目的として,コカ･コーライーストジャ

パンプロダクツ株式会社を設立した｡同社の基幹シス

欝
はじめに

わが国の経済は,高水準の失業率による個人消費の低迷,

テムにはSAP社のR/3※)を適用し,生産計画の補完シ

ステムとして日立グループの"LoadCatc''を導入して

いる｡LoadCalcとR/3は標準インタフェースで連携し

ており,スケジューラとして高い親和性を実現している｡

このシステムの導入により,本社とエ場間の計画の

一貫性と協調性を向上させ,計画策定の効率化と計

画変更への迅速な対応が可能となった｡

デフレの進行,米国経済の影響など,先行きの不透明感が

ぬぐえないまま推移している｡

飲料業界においても,市場価格の低下が進む中で,企業

間の販売競争が激化し,企業を取り巻く環境は厳しいものと

※)R/3は,SAPAGのドイツおよびその他の国における登録商標または商標である｡
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なっている｡業界全体としては,市場が飽和状態にあり,販

売数量の大きな増加はないことから,新たなカテゴリーの創

出や容器の多様化など,各社は,積極的な事業戦略活動を

展開している｡

コかコーライーストジャパンプロダクツ株式会社(以下,

CCEJPと言う｡)は,経営強化を目的に,(1)製造コストの削

減,(2)製品の安定供給,および(3)生産の効率化を図るた

め,関東4ボトラーの製造部門を集約,統合した企業である｡

CCEJPは,発足当初からR/3の機能を補完することで効

率的な生産計画を作成するために,｢新生産計画システム+

を導入した｡

ここでは,飲料業界向け生産計画システムの導入事例と

して,CCEJPのシステム構葺削こついて述べる｡

g
生産計画策定の流れ

飲料業界の生産計画策定では,需要予測から作成した

需要計画をベースに,各工場の負荷を考慮して供給計画を

立て,この計画から各工場のラインの生産計画を作成する｡

そのためには,負荷状況を正確に把握し,生産計画を迅速

に作成することが求められる｡生産計画の補完システムとし

て導入した日立グループのLoadCalcでは,各種の評価画面

やユーザー固有の制約条件を反映した,GUI(Graphical

UserInterねce)による計画調整が可能であるため,短時間

で生産計画を策定することができる｡

CCEJPは,関東4ボトラーの発注を基に,LoadCalcを使用

妬琵琶籠
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供給計画

過別生産必要数量

マスタ

トランザクション

充てん言十画
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図1計画策走でのLoadCalcの位置づけ

計画策定でのデータの流れとLoadCalcの関係を示す｡
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シフト情報

週間

生産計画表

して各拠点の負荷状況を確認し,供給計画を作成する｡ボ

トラー各社との需給調整会議を経て週別の生産必要量を決

定し,この情報を基に,LoadCalcで翌週の生産計画(充て

ん計画,仕込み計画)を作成する(図1参照)｡

題
方式と提供機能

3.1生産計画立案で求められる機能

食品飲料の生産計画の立案にあたっては,HACCP

(Hazard Analysis and CriticalControIPoint:危害分

析･重点管理方式)やISO(国際標準化機構)による品質管

理基準の強化のほか,多品種少量生産での生産効率への

対応といった特殊な制約条件を考慮しなければならない｡

コかコーラグループでも,段取りを設定する際に以下のよ

うな制約がある｡

(1)勤務体制により一日の初めや,過の初めなど,ライン停

止状態からスタートするときに発生させるスタートサニテーショ

ン(初期洗浄)

(2)勤務体制により一日の終わりや,週の終わりなど,ライン

を停止する前に発生させるエンドサニテーション(最終洗浄)

(3)パッケージ(容器)を切り替える場合に発生する品目問

型替え

(4)フレーバ(品種)を変える場合に発生する品目間フレー

バチェンジ

さらに,製造時にも以下のような制約がある｡

(1)指定曜日には生産を不可とする曜日別製造パターン

(2)同時時間帯に充てん作業を制限する同時仕掛かり

(3)同一ラインで連続して充てん作業を制限する品目の組

合せ切換不可

これらの制約条件を満たしながら効率的な生産計画を短

期間で作成するためには,熟練した技術が必要であった｡し

かし,LoadCalcでは,これらの制約条件を考慮した生産計

画の立案を実現している｡

3.2 LoadCalcの提供機能

LoadCalcでは,R/3では作成できない,さまざまな制約を

考慮した以下のような生産計画の作成や,高度な計画調整

機能を提供する｡

(1)充てん計画やビバレッジ(お茶,コーヒーなどの抽出)仕

込み計画の作成

R/3の各種マスタや現在の生産実範状況を基に,週別の

必要生産量を入力し,各種制約条件を考慮したH単位の充

てん計画と,ビバレッジ仕込み計画を作成する｡

(2)シロップ(原料)仕込み計画の作成

充てん計画に基づいて仕込み所要量を算出し,シロップ保

持時間,仕込み容景などを考慮しながら,仕込みタンク,仕
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込み量,仕込み日,充てん計画と関連づけ,一日の仕込みの

順番を決定する｡

(3)原材料自動計算

生産計画に対応する原材料･資材の正味所要量を算出

し,受け入れリードタイム,数量の丸め,および納入カレン

ダーを考慮して購買予定を算出する｡

(4)評価･調整

充てん計画の評価は,設備ガントナヤート(帯グラフ)画面

で行うことができる｡作業の入れ替えやロット分割,数量の変

更,段取りの変更も画面上で操作できる｡仕込み計画の評

価は,仕込みタンクの日ごとの仕込み計画をシロップ仕込み

計画画面で確認し,画面上で仕込み計画の追加･変更がで

きる｡また,原材料の受け払いの確認については,原材料購

入予定-･覧で状況を確認し,受け払い明細の追加･変更が

できる｡そのほか,在庫状況を確認する在庫推移画面や,

設備の負荷状況を確認する負荷状況画面,負荷山積み画

面などもある(図2参照)｡

3.3 LoadCalcとR/3の連携

コかコーラグループは,統一基幹システムとしてR/3の導

入を推進している｡LoadCalcではR/3のCSP(Content

Service Provider)認定を取得しており,R/3で提供してい

る標準インタフェースを使用して通信を行う(図3参照)｡R/3

から各種マスタとトランザクションデータを毎朝受信し,日中に

LoadCalcで作成した充てん計画イ亡込み計画,および生産

計画ひも付け所要と製造指図追加情報をR/3に送信する｡
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図2LoadCalcの画面例

上段から,設備別ガントチャート画面.シロップ仕込み計画画面.および原材料購

入予定一覧画面を示す｡

ベース

●新商事配登濠変更 ●計画手配ひも付け所要

●製造指図登銀変更 ●製造指図ひも付け所要

●製造指図追淑情報.事購買確定

アップロード

㌦′ ･晶昏マスタ

●品目構成マスタ

●製造バージョンマスタ

●単位換算マスタ
●カレンダーマスタ

.▼トランザクションデータ

注:略語説明 CIM(Computer一仙egratedManufacturing)

囲3R/3･LoadCalcデータ連携

Rノ3とLoadCalcでは標準インタフェースを使用し,各データを送受信している｡

R/3では,これらの情報を基に,計画手配,製造指図,およ

び購買発注を行い,各業務へと展開する｡

〃
システム導入効果

4.1計画業務の効率化

スケジューラを使用することにより,担当者の能力にかかわ

らず,同じロジックで計画が作成できるようにした｡また,GUI

操作による計画調整や,調整結果の影響範囲を画面で確認

することが可能となり,計画作成時間の短縮を実現した｡

計画の評価についても,いろいろな観点から視覚的にとら

えることができるため,わかりやすさが向上した｡また,各種

マニュアル調整機能を用いることにより,シミュレーションを行

いながら画面で確認でき,生産計画担当者の意図を反映し

やすくなっているので,計画変更業務も容易である｡

さらに,作成した生産計画はR/3で管理されるので,実績

の反映や指図の進捗(ちょく)を考慮した生産計画が作成で

き,製造現場の状況との同期化を図ることができる｡

4.2 全体業務での効果

このシステムの導入により,本社生産管理部門と工場側生

産管理部門との計画の一貴性を向上させた｡また,データを

一元管理して業務を行うことで,データの二重入力がなくな

り,情報のリアルタイム性を向上させることができた｡

さらに,販売から在庫,購買,生産,出荷という一連の業

務をデータで連携できるようにしたため,情報の共有化が進

み,業務の効率化,意思決定の迅速化を図ることが可能と

なり,在庫量の減少やコストの低減につながった｡

胞評論2004･3L盟認
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生産計画システム
"LoadCalcリ

基準生産計画

生産計画

資材調達計画

生産日程計画･変更

匡垂司

ぎ
食品業界向けソリューションの

今後の方向性

手配指示管理

購入品･外注手配

社内工程作業指示

負荷管理

受け入れ進捗管理

発注

入庫

MES連携ソリューション

生産指示Il生産実続管理

効果的なSCM(Supply Chain Management)を実現す

るためには,在庫情報をタイムリーに収集,反映し,適正な

在庫管理やロットサイズ管理を行うほか,品質管理の観点か

ら,製造過程と流通過程を追跡できるようなトレーサビリティ

管理も重安となってくる｡

LoadCalcは,R/3のみならず,米国SSAグローバルテクノ

ロジーズ社の"BPCS(Business Planning and ControI

System)''など,各種ERP(EnterpriseResourcePlanning)

パッケージとも連携している｡今後は,MESや需要予測シス

テムなどとの連携により,ソリューション展開を広め,いっそう

の機能強化が図れるものと考える(図4参照)｡

β
おわりに

ここでは,コかコーライーストジャパンプロダクツ株式会社で

の,LoadCalcとR/3を連携させたシステム構築事例について

述べた｡

現在,コかコーラグループは,全国的なSCMを構築しよう

としている｡LoadCalcに,いっそうの利便性を盛り込むことに

より,スケジューラとして,さまざまな業種のSCMと生産管理

業務の向上を支援していく考えである｡

日立グループは,コかコーラグループのニーズに合わせて,

今後もさらに質の高いソリューションを提案していく｡
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囲4 LoadCalcとERP,

MESの連携例

需要予測システム,ERP,および

MESとの連携ソリューションの概要

を示す｡
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